
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師の割合が１００％に
なる。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内
研修の時間等で確認していくことで取組の促進
を図る。 B

・学校全体で取り組むことを共通理解するための研修
の時間を設けた。そこで話し合ったことをもとに、個人目
標を立てて取り組んでいる。必要に応じて付加修正を
する。

A
・今年度は、国・算を中心に全学年が授業改善を行い、児童
が主体的に学ぶ時間を確保する授業形態を模索した。児童が
課題をもち、解決にむけて前向きに学習に向かう力を育てるこ
とができた。

B
・見学習状況調査から算数以外の学力向上がみられる。算
数に対する生徒の興味や意欲を喚起する指導プランの模索
が急がれる。

・研究主任・副主任

○学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業及び習熟ための実践

○学習に関するアンケートにおいて「学習し
た内容がわかった、できるようになった」と
回答する児童の割合が９０％以上になる。

・どの教科でも「授業づくりのステップ１・２・
３ 」を踏まえ、児童が「主体的に学ぶ時間」
を確保することを意識した授業実践を行う。
・学習の内容及び習熟に応じてＴＴや少人
数といった学習形態の工夫を行う。

B

・「授業づくりのステップ１・２・３」を活用しつつ、それをも
とにして本校独自のチェックシートを作り、定期的に自
身の授業をふり返ることができるようにしている。
・学習内容や習熟に合わせて２年生以上でTT、少人数
指導を単元に応じて積極的に取り入れている。自身で
考えを持ち学習を進めるような指導の工夫や場の工夫
を行っている。

A

・「授業づくりのステップ１・２・３」のチェックを行い、授業づくり
をふり返ることで、「主体的に学べる授業」を意識しながら取り
組むことができた。
・「あなたは、学校の勉強がわかりますか。」という質問に肯定
的な回答をした児童が９３％になった。学習内容や習熟に応じ
て、TTや少人数指導を効果的であった。

B

・国語など学力の向上がみられる。また、細やかな
工夫がみられる。
・国語力を他教科でも生かせる土台作りとして、特
に低学年の指導の工夫が大切と思われる。「興味
を持つ授業づくり」の実践をお願いしたい。

・研究主任・副主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定的
な回答をした児童９０％以上

○心を育てる教育に関するアンケートにお
いて肯定的な回答をした保護者９０％以上

・一人一人を大切にする人権教室（年間3
回）と「いじめ命を考える日」に人権・いじ
め・命に関するアンケート（毎月）を適切に
実施する。
・道徳科の授業づくり、エンカウンターに関
する校内研修等の実施

B

・人権教室を2回実施した。児童の感想等からも
人権について考える機会となったようだ。
・「いじめ命を考える日」に人権・いじめ・命に関す
るアンケートを毎月行うことができた。
・道徳の授業研に向けて、校内研を実施した。

A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした
児童は９３％であった。
・心を育てる教育に関するアンケートにおいて肯定的な
回答をした保護者９3％だった。 B

・保護者の価値観の相違を学校も困難いに感じることがあると思う
が、学校と家庭で見せる姿の違いを伝えていくことが必要と思われ
る。・人権学習会が行われ、間接的にも子どもたちに意識づけるこ
とは大切である。
・生涯にわたって生きる「人権教育」の工夫と実践が大切である。大
人になっても人権教育の効果が維持できる工夫が必要と考える。

・道徳教育担当
・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の充
実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの
防止等のための取組、事案対処等）につい
て組織的対応ができていると回答した教師
100％
○いじめのない学校づくりへの取り組みに
関するアンケートにおいて、肯定的な回答
をした保護者９０％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュア
ルを作成・見直し、研修会を実施。
・毎月の児童アンケート、年間１回以上の保
護者アンケートを実施。
・児童との個人面談を計画的に年間２回実
施。
・いじめ・不登校への対応を支援会議をもと
にチームとして組織的に行う。

B

・アンケートにおいて１００％の職員がいじめの早期発
見・早期対応に向け子どもの様子の把握や指導に努め
たと回答した。また、９7％の保護者が学校はいじめの
ない学校にするために思いやりや友だちづくりの指導
に取り組んでいると回答している。今後もアンケートや
面談の結果を職員で共有し、認識を深め早期発見・早
期対応に努めていく必要がある。
・不登校児童については、保護者と連携して今の対応
を継続しながら、先につながるように取り組んでいく。

A

・学校評価アンケートにおいて全職員がいじめの早期発見・早期対
応に向け子どもの様子の把握や指導に努めたと回答した。保護者
の９６％のが学校はいじめのない学校にするために思いやりや友だ
ちづくりの指導に取り組んでいると回答している。今後も継続した指
導や保護者との連携に努めていきたい。
・不登校、不登校傾向の児童、保護者に対する有効な支援について
チームで模索しながら進めてきたことで先につながる改善がみられ
た。今後も保護者や関係機関との連携していく。

B

・先生に告げたことでさらにいじめにあうような心配なく相談
できる体制になっているということを認知させることもいじめ
の歯止めになると思われる。故意や悪意でなくても相手が心
の痛みを感じたらいじめだという認識の定着が必要である。

・教育相談担当

◎自らのよさや肯定感を高め、目標や夢を
もって努力しようとする意欲を高める教育活
動の推進

○Ｑ－Ｕアンケートにおける学校生活満
足群に属する児童が、1回目より2回目
が上回る。
○「将来の夢や目標」に関するアンケー
トに肯定的な回答をした６年生９０％以
上

・児童が「わかった」「できた」を実感できるような
授業づくりに向けて校内研修等の充実を図る。
・良さ見つけカードや良い行動の共有・称賛など
に取り組み、児童の自尊感情を高める。
・自分の将来の夢や希望について考える授業を
行う。
・各種体験活動では、自分の成長を児童自身が
自覚できるように、活動の見通しと学びの振り返
りを行う活動を仕組む。

B

・喧嘩や意地悪をしないで友達と仲良くできていると答
えた児童が88％いることから、児童同士が良さ見つけ
カードや良い行動の共有・称賛などを通して、互いに認
め合うことができつつあることがわかる。今後も互いを
認め合い、肯定感を高めることができるよう、取り組み
を継続していきたい。
・体験活動の前後の時間に、自分の学習の準備や振り
返りを行う学習を仕組んだ。特に6年生では、毎月自分
の学びの振り返りを行い、自分の将来像を描きその実
現に向けて自覚する活動を行っている。

B

・喧嘩や意地悪をしないで友達と仲良くできていると答えた児童が93％に達し
た。年間を通じて学級で良さ見つけカードの取り組みを行ったり、全校昼会で
あいさつ運動や多読賞・各種コンクール入賞者を全校で称賛したりして、自尊
感情を高める活動をした。
・「将来の夢や希望、また、その実現に向けて努力している」と回答した6年生
が78％にとどまった。6年生では、年間を通してキャリアパスポートを基に、自
分や友達の良さを見つめ将来像を思い描いている。先が見えにくい状況では
あるが、自己実現のために進んでいくよう今後も指導を継続したい。

B

・良さや良い行動を見つけたカードは、見るたびに
嬉しくなる。廊下の掲示を通して、心がほっこりした
り、将来に夢や希望が持てつようになることは大
切。廊下の掲示物を有効活用してほしい。 ・心育み部

・小中連携担当

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ○食育や健康教育への取り組みに関する
アンケートにおいて肯定的な回答をした保
護者が９０％以上
○ゲームやテレビ、インターネットなど家庭
で決めた時間を守れていることに関するア
ンケートにおいて肯定的な回答をした保護
者が７５％以上

・学級活動において、「早寝、早起き、朝ご
はん」の意識を高め、定期的に実践を振り
返り、生活時間と食事のとり方の改善を行
う。
・毎月1日の「ノーテレビデ―・ノーゲーム・
ノースマホデー」を定着させ、自主的、計画
的に規則正しい生活を送る実践力を高め
る。

B

・食育や健康教育への取り組みに関するアンケートに
おいて肯定的な回答をした保護者が99％だった。
・栄養教諭が作成したスライドをもとに、毎月食に関す
る指導を行っている。また、栄養教諭とのTTで、各クラ
ス学級活動のなかで食育の授業を実施した。
・ゲームやテレビ、インターネットなど家庭で決めた時間
を守れていることに関するアンケートにおいて肯定的な
回答をした保護者が６８％だった。スマホ等の扱いにつ
いて上学年になると少しルーズな面が見られる。

B

・食育や健康教育への取り組みに関するアンケートにおいて肯定的
な回答をした保護者が９８％だった。給食の残菜が少なくなってお
り。毎月の栄養教諭からのスライドや各クラスで実施した食育の授業
の効果だと思われる。
・ゲームやテレビ、インターネットなど家庭で決めた時間を守れている
ことに関するアンケートにおいて肯定的な回答をした保護者が７０％
だった。オンラインゲームが原因で学校でのトラブルにつながること
があるので、家庭での指導を啓発していく必要がある。

B

・「早寝、早起き、朝ご飯」ができていない児童が25名、「朝、
給食後寝る前に歯磨き」ができていない児童が１３名、「時間
を守ってゲームをしている」ができていない児童が30名いて、
課題と考えられる。また、3点とも重なってで来ていない児童
が心配である。
・親子でのゲームに対する約束事を話し合って決めることは
大切。親の指示ではなく、自分でゲームをして良い時、悪い
時の判断力が必要ではないかと考える。

・体つくり部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週の定時退勤日の確実な実施に努
める。
・勤務時間の自己目標を設定し、効率的
な取り組みを意識的に行う。
・各自の意識や実行力を高めるための
研修会を年間に３回以上実施する。

B

・校内研修で外部講師からタイムマネジメントなど
についての講話を聴いたり、退勤時間を声掛け
あったりすることで、各自の意識が高まり、職場全
体の雰囲気づくりは進んできているが、個人に
よって勤務時間の上限を守れていない月もあっ
た。今後さらに、職場全体や、各自の業務改善に
つながる取り組みを進めていく必要がある。

B

・学校安全衛生委員会で検討したり、各自の業務記録のを示
したりして改善への意識化を図った。長時間勤務にならないよ
うに実行する職員が増えてきたことで、職場全体のi意識が高
まり、時間的な改善がみられた。今後さらに、仕事の優先順位
や段取りを工夫したりするとともに、分掌事務の見直しなどを
して、さらに実行力を高めていきたい。

B

・これからも、より良い働き方を目指してほしい。

・学校安全衛生担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域・保護者との連
携

○PTAとの連携による行事や教育活動の
円滑な実施

○地域人材を活用し、地域の特色を生かし
た教育活動や体験的活動の推進

○保護者参加型の教育講演会や座談
会への参加者50％以上

○地域人材、施設、文化財等を活用した
体験活動への取り組みに関するアン
ケートにおいて、肯定的な回答をした保
護者９０％以上。

・学級懇談やPTA活動の教育講演会などの機会
に，スマートフォン等の使用状況や弊害、また、
学力・学習の現状について教師と保護者、保護
者同士の情報交換の機会や座談会を行い，学
力向上、生活習慣の向上への機運を高める。
・教育課程の中に人材活用や体験学習を位置づ
け、総合的な学習の時間や各教科の時間におい
て地域人材、施設、文化財を計画的に活用す
る。

B

・12月の学級懇談会と同日で、PTA主催の「カフェ」を行
い、児童の教育についてどの保護者も気軽に語り合う
機会を設ける。
・ゲームやスマホが起因となる問題については担任や
PTAを通じて適宜情報提供をしている。また、諸中や諸
南小と合同でスマホの適正利用について共通理解し、
昨年度作成したステッカーを利用して家庭への啓発に
努めている。
・JAや町の福祉施設・家具工場など総合的な学習の時
間やクラブ活動で地域人材や施設を活用している。

A

・12月のPTA主催の「カフェ」は、コロナ禍の中感染対策を万全
にして開催した。期待以上に保護者の反応もよく、教師も輪の
中に入って子育ての悩みや学習について気軽に意見を交換し
合い、学力向上、生活習慣の向上へつなげることができた。
・「学校は、地域に根差した教育活動を行っている」について
のアンケートでは、９３％の保護者が肯定的な回答をした。総
合的な学習の時間や各教科の学習において、地域の人材や
施設・文化財を計画的に活用した体験的な学びを実現するこ
とができた。

A

・ＰＴＡ会長を中心に、安心・安全な子どもの学習環境づくりに
腐心していることが伝わる。これからも先生同士、保護者と先
生、保護者同士の風通しの良い心地良い三位一体の関係を
堅持してほしい。
・ＰＴＡの座談会などは評価したい。機会ができたこと、会話
が自分の考えに刺激を与えられ、違った方向やほかの人の
考えが聞ける機会になってほしい。
・地域住民は、子ども達とのつながりを楽しんで行ている。安
全安心と、将来のためにも大いに地域の人材を活用してほし
い。

・地域連携担当
・PTA担当

○特別支援教育の充
実

○交流学級の指示的風土作り

○地域や保護者への啓発

○UD教育の充実

○特別支援教育関するアンケートにおいて
交流学級、校内における指示的風土づくり
が進んだと回答をした職員９０％以上
○特別支援学級の児童の学習の様子を保
護者や地域の方が参観したり、参加したり
する活動を学期に1回以上実施する。

・特別支援教育、UD教育に関して研修会を
実施し、校内環境のＵＤ化を実現する。
・特別支援にかかわる支援会議等を充実さ
せ、個別の支援計画・指導計画の整備を進
める。
・野菜の授業参観での販売や障害者理解
の人権集会を行い、特別支援教育に対する
保護者への理解を求める。

B

・1学期に講師を招いて特別支援教育・ＵＤ教育の
校内研修会を開き、職員間の共通理解を図ること
ができた。夏休みは校内講師による「合理的配慮
について」の職員研修会を実施した。
・随時ケース会議や巡回相談、専門家派遣を行
い、配慮を要する児童への支援策を校内で考え
たり外部より指導を受けたりした。
・特別支援学級の様子を知らせる人権教室を行
い、全校児童への理解を図った。

A

・特別支援教育関するアンケートにおいて交流学級、校
内における指示的風土づくりが進んだと回答をした職員
９２％だった。
・特別支援学級の児童の学習の様子を保護者や地域
の方が参観したり、参加したりする活動を学期に1回以
上実施できた。

B

・支援学級の子どもも入学から日々成長していることが感じられる。
・親の不安が子に伝わること、また、周囲の子ども達に理解が必要
なことは大切であるが、時として、問題行動のみを課題として取り
扱われてはいないかと思われることがある。
・「発達障害」などに関する正しい知識と理解は該当者やその家族
の実ならず、全保護者に必要不可欠と思われる。保護者を通して
子どもたちが理解し、助け合うことができればどちらにとってもプラ
スになる。「特別支援教育に対する保護者の理解を求める」具体的
な取り組みを根気強く継続してほしい。

・特別支援教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立諸富北小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本校の大きな課題である学力向上に研究主任を中心として全職員で取り組んだ。国語科の授業づくりについて職員の共通理解を図り、認識を深めすすめられたことが、児童の学習意欲の向上、学力向上へとつながった。次年度は本年度の取り組みを基盤に、広げたり深めたりしていきた
い。・人権意識・心の教育では、研修会を行い、組織的に取り組んだことがいじめや人権への意識の向上につながった。いじめについては、言葉の使い方やＳＮＳへの指導が課題であり、保護者との協力が一層重要となる。気持ちを言葉で正しく伝える力や相手の意図を正しく読み取る力を
つけ、コミュニケーション力を高めることで、良好な人間関係を構築させることが引き続き大きな課題である。・地域、保護者との連携については、ＰＴＡ活動の工夫や充実、学校評議委員の支援や助言により、学校と地域や保護者と連携して、子どもの安全・安心を守ることに取り組めた。その
中で、生活習慣・食習慣については今後も保護者への啓発を一層進め、連携して取り組んでいきたい。・働き方改革については、各自の認識を高めるような研修を継続するとともに、多面的な立場からの取り組みの見直しも行っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・研究指定を受け全職員で学力向上に取り組んだ。２年次となり、授業づくりについて職員の認識が深まるにつれ意欲も高まっったことが、児童の学習意欲へとつながった。

・人権意識・心の教育では、組織的にいじめや人権教育に取り組んだことが効果的であった。いじめについては、言葉の使い方やＳＮＳへの指導など保護者との協力が一層重要となる。気持ちを言葉で正しく伝える力や相手の意図を正しく読み取る力をつけ、コミュニケーション力を高めることで、良好な人間関係を構築させることが必

要である。

・開かれた学校づくりは、昨年度に引き続き地域とつながる教育活動を充実させるために町内３校の協働やＰＴＡとの連携を構築してきたことで、意識改革が図られている。来年度も継続して取り組み、充実させていく。その中で、生活習慣・食習慣についても保護者への啓発を一層進める。働き方改革の法案にのっとった取組は、学校

２　学校教育目標
自ら学び、心豊かに、たくましく生きる児童の育成

　○子どもが生き生きと学習し、確かな学力を 身に付ける学校       ○一人一人を大切にし、子どもが輝く学校         ○規律正しく、家庭・地域から信頼される学校

３　本年度の重点目標

①学力向上に向け、国語科の授業研究を中心に、表現力や思考力（活用力）を高めていく。さらに、スキルタイムで基礎学力を着けていく。

②すべての教育活動を通じて、いじめや差別の防止に努める。

③一人一人の特性に応じた支援を行い、自立と社会参加の素地を作る特別支援教育の推進を図る。

④家庭や地域と情報を共有し、PTAと連携して教育活動を強化する。

⑤基本的生活習慣や生活規律を重視し、情報発信を通して家庭への啓発に努める。


